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１．はじめに 

 路床材としては良質砂質土を用いるのが一般的

ではあるが、周辺工事で発生した現場発生土を改

良して用いたり、現地路体を改良して路床として

用いたりする場合が今後増加するものと考えられ

る。路床は、事前に実施する現場転圧試験で、所

定の締固め度を達成可能な転圧回数を求め、施工

時には転圧回数で施工管理が行われている。 

そこで、セメント改良した現場発生土を路床と

して使用する場合、現行の締固め度管理の他に適

用可能な現場施工管理法を検討することを目的と

した実施工機械を用いたセメント改良土の締固め

試験を実施したので報告する。 

２．実験概要 

 実験は土木研究所内にある長さ 45m、幅 5mの屋

内ピットを用いて行った。ピット中央付近の 23m

を 50cm 掘削し、道路建設工事で発生した礫混じり

砂質シルトで埋め戻した後、スタビライザ（東洋

スタビ社製 STB210C）でセメント（セメント系固

化材）を攪拌・混合し、その後 25cm分のセメント

改良土を一時的に撤去し、残った下層部の路床

25cmを土工用振動ローラ（SAKAI 社製 SV513D）に

より転圧を行った。転圧終了後、一時的に撤去し

たセメント改良土を戻し、上層部の路床を 4 区間

に分けて転圧回数を変え、土工用振動ローラで締

固めを行った。セメント改良した路床に対してコ

アカッター等による土の密度試験や現場 CBR 試験

等を実施した。 

表 1 に母材として使用した現場発生土の物理特

性を、図 1 に粒径加積分布曲線を、図 2 に締固め

曲線を示す。なお、セメント配合量、母材含水比

の決定については図 3 に示す事前に実施した配合

試験結果から改良路床の CBR 値が 17%程度になる

ように、母材含水比を 46%、セメント量は 13%とし

て実験を行った。写真 1 にスタビライザによる攪

拌混合の様子を、写真 2 に振動ローラによる転圧

の様子を示す。改良路床は転圧後の層厚を 20cm と

した下層部の路床と転圧回数を変えた 20cm の上

層部の路床から構成されている。下層部の路床は

土工用振動ローラで 4 回の転圧を行った。本実験

では、振動ローラによる転圧に先立って 3 t クラ

スのミニショベル（コベルコ PD03）による初期転

圧を行い、その後、図 4 に示すように A 区間は

現場発生土 

表 1 現場発生土の物理特性 
自然含水比 液性限界 塑性限界 最大乾燥密度 最適含水比 粘土分含有率 
46.0% 82.0% 43.0% 1.350g/cm3 30.5% 32.7% 
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図 1 実験に使用した現場発生土の粒径加積分布曲線 
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図 2 実験に使用した現場発生土の締固め曲線 
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図 3 事前配合試験結果 
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0 回、B 区間は 1 回、C 区間は 2 回、D 区間は 5

回の転圧を土工用振動ローラ（SAKAI 社製

SV513D）により行った。転圧回数と締固め度等

を評価するために、コアサンプラーにより区間

毎に上層、中層、下層の 3 深度で 3 箇所の計 9

個、RI により区間毎に 6 箇所で計測を行ったほ

かに、表 2に示す評価試験を実施した。 

３．実験結果 

 各転圧区間における評価試験結果を表 2 に示

す。今回の実験では最大転圧回数を 5回とした。

目標とした締固め度 95%を下回ったが、転圧後

13 日目の CBR 値は転圧回数 2 回以上の区間で目

標とした CBR 値 17%を上回った。A 区間では RI

による締固め度の値が小さく、D区間ではコアサ

ンプラーによる締固め度の値が小さくなったが、

概ね計測方法による差が無いことがわかる。RI

による締固め度についてはセメント改良土が固

化した後である構築 13日目においても計測を行

い、4区間とも締固め度（密度）が増加している

が、固化反応による含水比低下により乾燥密度

が増えたこと要因と考えられる。 

構築後 13日目において計測した現場 CBR試験

では、A区間は 12.5%、B区間は 15.6%、C区間は

18.8%、D 区間は 21.8%であった。図 5 に転圧回

数と転圧 0 回における各評価法の値を 100%とし

て各評価法による増加率の関係を示す。どの指

標においても転圧回数の増加に伴い評価指標が

増加していることがわかる。 

４．まとめ  

 軟弱地盤対策として施工される浅層改良工で

は、上部構造物や重機等の荷重に対しての強度

による照査を行っており、そのため出来高管理

としての改良体層厚と、品質管理としての一軸

圧縮強度を確認している、しかし、盛土工の場

合には従前より施工管理は転圧回数で行い、品

質管理は締固め度（密度）で行ってきた。過去

に実施した別の粘性土の実験では、無改良土の

場合には締固め度を満足しても舗装に求められ

る CBR値を満足出来なかった 1)が、今回の実験で

は転圧回数で施工管理すれば、品質管理基準で

ある締固め度を満足することが可能で、更には

舗装で求められる CBR 値も満足出来ることがわかった。今回の実験では、セメント改良土を路床として使用す

る場合の施工・品質管理評価方法についても検討を行った。その結果、セメント改良土を路床として施工する

場合においても、従来から道路土工に用いられている、転圧回数よる施工管理、締固め度による品質管理を行

うことで、道路路床として施工が出来る可能性について確認することができた。 
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図 4 実験区間 

 
写真 1 セメント攪拌混合        写真 2 転圧状況 

表 2 締固め度等試験結果 
項目 セメント改良路床

計測タイミング 転圧直後 転圧後13日目
計測区間 A B C D A B C D
転圧回数 0 1 2 5 0 1 2 5

コアカッターによる密度試験
含水比 (%) 36.7 36.2 35.8 36.0 － － － －
締固め度 (%) 83.8 85.7 88.9 89.6 － － － －

RIによる密度試験

湿潤密度 (g/cm3) 1.416 1.604 1.666 1.727 1.472 1.632 1.692 1.775
乾燥密度 (g/cm3) 1.011 1.163 1.211 1.247 1.081 1.2 1.24 1.308
含水比 (%) 40.1 38.0 37.6 38.4 36.3 36 36.6 35.8
締固め度 (%) 74.1 85.3 88.8 91.4 79.2 87.9 90.9 95.9

小型FWD試験
地盤反力係数K30 47.0 75.0 111.0 142.0 263 296 413 419
変形係数Ep 10.0 15.0 25.0 28.0 50 56 74 78

動的平板載荷試験 地盤反力係数K30 29.0 34.0 40.0 44.0 91 92 125 141
衝撃加速度試験 衝撃加速度(G) 41.3 44.6 49.4 51.1 61.2 74.9 84.9 85.6
キャスポル 推定CBR (%) 11.4 13.8 16.6 17.7 20.6 24.3 26.5 30.6
現場CBR試験 CBR (%) － － － － 12.5 15.6 18.8 21.8  

 
図 5 RI 締固め度と各評価指標との関係 
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